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               スピーカー形式：フロア型密閉（約１L） 

 

コンセプトメーキング 

ダイソーの USB ミニスピーカーがレギュレーションユニットに決

まった時、ネックの低音を誰にでもできる工法で安価に改善出来れ

ば、これでオーディオの入り口を広げられると感じた。 

 

まず、徹底したシミュレーションの上、小学生にでもできるように

「ペットボトル」「牛乳パック」を使ってダブルバスレフを２種試作し

てみたが、思い通りの低音が出ず失敗した。 

 

この時、オメガの会の掲示板で「きたやま」さんが、現在の物の

特性が変わっているという話があり、インピーダンスの再測定を

やってみたのが右図で、全く変わってしまっていた。特に T/S パ

ラメーター算出に使った 2019 年の物（掲示板では 2020 年と書い

ていたが間違いでした）と、それ以後で大きな違いがあった。その

後もバラツキと言うには大きすぎる変化があり手元に残る、2020

年と 2022 年購入品を分解して調べてみた。 

 

まず、ポールピース中心が肉

抜きされている。（左側が旧、以

下同じ）おそらく素材を少しでも

減らすために行われたのだろう

が Qts が大きくなった一つの原

因だと思われる。 

また、アルミ色の逆ドームダ

イアフラムの接着材の量が、2022 年のモデルでは 2/3 に減らされて F0 が上昇する原因となっている。 

 

今後も特性の変化が予測されるため、仮に最新の T/S パラメーターを用いてシミュレーションベース設

計を行ったとしても再現性に問題があるため、ユニットを元の特性へ復元する手法を開発しようと試みた。 

しかし、わかったのは磁気強化の余地は

ほとんどなく、振動系もいろいろやってみ

たが、これまた、高域を滑らかなまま低域

を延ばすことは成功できなかった。結果、

数十種類の失敗作と大事な時間を失うこ

ととなった。 

 

全て手詰まりの状態で、応募締め切りまで１週間を切り、手法を一から見直す必要にせまられた。 

 

さあ、どうする？わたし。 



手法変更 

１．エンクロージャー形式はユニット特性の変動にロバスト性の高い「密閉型」とする。 

２．低域を延ばすより、低域に合わせ高域を早めにロールオフさせトータルのトーンバランスを優先する。 

 

設計 

ユニットを上に向け磁気回路が床面に直接接地する「ちなり型」で、

設置面積を少なくするために、ユニットの上にエンクロージャーが載

る逆転倒立構造とする（右図）。高域はユニット裏面放射音を床に反射

させることで音響的にロールオフさせ、低域とバランスをとる。 

（今回はコンテスト用のスペシャルとして、エンクロージャー内部に

重しを入れ大音量時の飛び跳ね防止と、さらに低音の過大振幅による

ボイスコイル底付き防止用にコンデンサーを入力に直列に入れ 100Hz

以下をカットしている。（いずれも一般家庭の音量では必要ない）） 

トータルコスト：１２２０円

（USB スピーカー含む） 

製作 

注意点：四隅の脚は、ユニット組付け後に床面とガタなく五点接地する様に高さ合わせして接着し、乾燥

後に上面のはみだしを切断する（右の２枚の写真参照）。 

 

試聴・測定 

音は滑らかで自己主張が少なく、安らぎが感じられる。元の USB スピーカーとは対極にあるアナログ的

な音色で、レトロで暖かい。フォステクスの最も安いユニット１本以下のコストでこれだけの音が出れば、

作成した価値は十分あると感じてもらえるだろう。逆転で大成功だ！ベテランのサブシステムにも良い。 

 

名前は、「逆転倒立ちなり」にちなみ、「ちなり」のさかさ読みで「りナち」とすることにする。 

すこし凝って、「な」をカタカナにして、「理智」を「無為」で分断したことを表現した。 


